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ア
メ
リ
カ
と
北
朝
鮮
の
「
挑

発
と
非
難
の
応
酬
」が
続
い
て

い
る
。そ
の
言
葉
の
や
り
取
り

は
「
子
供
の
喧
嘩
レ
ベ
ル
」で

あ
る
が
、お
互
い
の
国
家
元
首

が
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
た
ち

が
悪
い
。こ
の
緊
張
状
態
が
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
に
、大

き
な
不
安
を
覚
え
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。▼
と
こ
ろ
で
、皆
さ
ん

は
「
チ
キ
ン
レ
ー
ス
」を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。２
台
の
自
動
車

が
崖
に
向
か
っ
て
走
り
、い
か

に
崖
に
近
い
と
こ
ろ
で
止
ま

る
か
、要
す
る
に
「
い
か
に
止

ま
ら
な
い
か
」を
競
う
レ
ー
ス

だ
。も
ち
ろ
ん
正
式
な
レ
ー
ス

で
は
な
く
、無
軌
道
か
つ
危
険

な
遊
び
だ
。▼
今
の
ア
メ
リ
カ

と
北
朝
鮮
の
緊
張
状
態
は
、ま

さ
に
チ
キ
ン
レ
ー
ス
の
よ
う
だ
。

お
互
い
に
相
手
か
ら
譲
歩
を
引

き
出
す
ま
で
自
分
か
ら
ブ
レ
ー

キ
を
踏
む
こ
と
は
出
来
な
い
の

だ
ろ
う
。だ
か
ら
と
い
っ
て
、こ

の
「
国
家
間
の
チ
キ
ン
レ
ー

ス
」は
「
危
険
な
遊
び
」で
は
済

ま
さ
れ
な
い
。本
当
に
た
ち
が

悪
い
。▼
特
に
日
本
へ
の
影
響

が
心
配
だ
。北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
は
日
本
の
上
空
を
飛
び
交
い
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
短
期
間
に
２
回

も
鳴
っ
た
。朝
の
忙
し
い
時
間

に
い
き
な
り
携
帯
や
ス
マ
ホ
が

鳴
り
出
し
、驚
い
た
方
も
多
か

っ
た
と
思
う
。私
も
驚
い
た
ひ

と
り
だ
。▼
今
の
日
本
の
状
況

を
チ
キ
ン
レ
ー
ス
に
例
え
る
と

「
ア
メ
リ
カ
側
の
助
手
席
に
乗

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」と
言
え

る
。日
本
政
府
は
「
い
ざ
と
い

う
時
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
役
」

に
な
る
べ
き
だ
。 　
　
（
石
田
）

映
画「
ス
ノ
ー
デ
ン
」上
映

第
8
回
平
和
を
考
え
る
県
民
の
つ
ど
い

「
平
和
の
波
」

行
動
に
１
０
０
名

森友、加計隠しの解散
総選挙勝利で安倍内閣退陣！

　

安
倍
首
相
は
９
月
25
日
、
記

者
会
見
し
臨
時
国
会
開
会
冒
頭

に
所
信
表
明
演
説
も
な
く
解

散
、
総
選
挙
を
実
施
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。
新
内
閣
発
足
後

で
所
信
表
明
の
な
い
の
は
戦
後

初
と
い
う
暴
挙
で
す
。

　

安
倍
首
相
は
、
内
閣
発
足
後

の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
を
、

景
気
の
回
復
、
雇
用
の
拡
大
、

賃
金
引
上
げ
な
ど
都
合
の
良
い

数
字
を
挙
げ
て
強
調
、
今
回
の

解
散
・
総
選
挙
の
大
義
を
少
子

高
齢
化
対
策
と
北
朝
鮮
問
題
と

し
「
国
難
突
破
解
散
」
と
命
名

し
て
い
ま
す
。
解
散
の
理
由
づ

け
の
19
年
10
月
か
ら
の
消
費
税

10
％
増
税
の
財
源
を
幼
児
教
育

や
大
学
教
育
に
振
り
向
け
る
こ

と
は
閣
内
で
も
党
内
で
も
議
論

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
大
義
名

分
の
な
い
解
散
の
理
由
の
後
付

け
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
「
モ

　
9
月
20
日
か
ら
国
連
本
部
で

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
行
動

が
開
始
さ
れ
、
初
日
で
50
ヵ
国

が
署
名
し
ま
し
た
。
条
約
は
50

ヵ
国
以
上
の
署
名
・
批
准
か
ら

90
日
を
経
て
発
効
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
は

署
名
式
に
欠
席
、
各
国
か
ら
ひ

ん
し
ゅ
く
を
買
っ
て
い
ま
す
。

　
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
す

す
め
る
県
連
絡
会
は
、
20
日
か

ら
26
日
ま
で
世
界
各
国
で
取
り

組
ま
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
の

署
名
を
求
め
る
「
平
和
の
波
」

行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
青
森
市
で
は
20
日
、
繁
華
街

で
青
森
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
の
歌

声
を
バ
ッ
ク
に
田
中
庄
司
県
原

爆
被
害
者
の
会
副
会
長
も
参
加

し
て
街
頭
宣
伝
署
名
活
動
に
取

り
組
み
、
59
筆
の
署
名
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
24
日
に
は
県
原

水
協
な
ど
が
戸
山
団
地
で
12
名

が
参
加
し
て
行
動
、
80
筆
が
集

約
さ
れ
ま
し
た
。
八
戸
市
で
は

24
日
、
舘
鼻
岸
壁
の
朝
市
で
26

人
が
参
加
し
て
行
動
、
２
４
６

筆
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
弘

リ
カ
ケ
隠
し
解
散
」
「
自
己
都

合
解
散
」
「
疑
惑
隠
し
解
散
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
大
義
名
分
の

な
い
解
散
で
あ
り
、
党
利
党
略

な
ら
ぬ
「
私
利
私
略
」
解
散
で

す
。
森
友
疑
惑
・
加
計
疑
惑
の

追
及
を
恐
れ
、
内
閣
支
持
率
が

上
向
い
た
こ
と
、
民
進
党
の
不

祥
事
な
ど
を
念
頭
に
解
散
・
総

９
／
20
署
名
を
訴
え
る
原
爆
被
害
者
の
会
の
田
中
副
会
長

青
森
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
の
歌
声

　
10
月
１
日
、
第
８
回
平
和
を

考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
が
青
森

市
で
開
催
さ
れ
１
３
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
は
オ
リ
バ

ー
・
ス
ト
ー
ン
監
督
の
映
画「
ス

ノ
ー
デ
ン
」
を
上
映
、
ア
メ
リ

カ
政
府
に
よ
る
盗
聴
の
実
態
を

つ
か
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
今
年
の
１
月
に

映
画
館
で
公
開
さ
れ
ま
し
た

が
、
短
期
間
だ
っ
た
た
め
自
主

上
映
の
要
望
が
多
く
実
行
委
員

会
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
映
画
は
、
ス
ノ
ー
デ
ン
が
盗

選
挙
を
強
行
し
た
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
私
利
私
欲
に
よ
る
大

義
な
き
解
散
・
総
選
挙
は
憲
法

違
反
と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

10
月
10
日
公
示
、
10
月
22
日
投

票
で
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
12
年
末
に
安
倍
政
権
が
誕

生
し
て
か
ら
の
悪
政
の
数
々
―

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
大
企
業

聴
監
視
シ
ス
テ
ム
を
ヤ
フ
ー
や

グ
ー
グ
ル
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、

ス
カ
イ
プ
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
開
発
し
て
き
た
か
を
映
し

て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
こ
れ
ま

で
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
38
カ

国
の
大
使
館
の
盗
聴
と
ド
イ
ツ

の
メ
ル
ケ
ル
首
相
な
ど
35
人
の

各
国
首
脳
の
盗
聴
を
公
式
に
認

め
て
い
ま
す
。

　
ス
ノ
ー
デ
ン
は
後
日
、
秘
密

保
護
法
を
成
立
さ
せ
た
の
は
ア

メ
リ
カ
の
要
求
に
応
え
た
も
の

で
あ
る
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

　
秘
密
保
護
法
・
盗
聴
法
の
改

悪
・
共
謀
罪
に
よ
っ
て
国
民
へ

の
監
視
強
化
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。

優
遇
（
内
部
留
保
４
０
３
兆

円
）
、
消
費
の
落
ち
込
み
、
実

質
賃
金
の
低
下
、
社
会
保
障
費

の
削
減
、
年
金
カ
ッ
ト
法
・
カ

ジ
ノ
法
強
行
、
原
発
再
稼
働
、

沖
縄
新
基
地
建
設
、
秘
密
保
護

法
・
戦
争
法
・
共
謀
罪
法
の
強

行
。
悪
政
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

絶
好
の
機
会
で
す
。

　

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
、
９

条
改
憲
阻
止
、
労
働
法
制
改
悪

反
対
、
社
会
保
障
と
保
育
・
教

育
の
充
実
、
消
費
増
税
阻
止
の

前
市
で
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
前
で
36
名
が
参
加
し
て
賑

や
か
に
行
動
、
49
筆
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
県
連
絡
会
に 9/19八戸市の三八地区集会に80名

昨年の参院選勝利決起集会

た
め
に
、
組
合
員
の
政
党
支
持

の
自
由
・
政
治
活
動
の
自
由
を

保
障
し
つ
つ
選
挙
戦
に
決
起
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

７
万
４
千
５
百
筆
が
集
約
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
12
月
ま
で
に

10
万
筆
を
目
標
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

20～9／ 269／
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月２回の街宣署名活動（青森市内）

講演する広島県立大学都留教授

イトーヨーカドー前での宣伝行動

第
３
次
ア
ベ
内
閣

が
発
足
し
た
。
ア
ベ
を
含
ん
だ

20
人
中
、
世
襲
議
員
が
12
人
、

日
本
会
議
議
員
懇
談
会
加
入
が

13
人
。
も
う
「
何
を
か
言
わ
ん

や
」
だ
。
自
称
「
仕
事
人
内

閣
」
だ
と
言
っ
て
い
る
様
だ
け

れ
ど
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
「
悪

人
仕
立
人
内
閣
」
そ
の
も
の
だ

（
長
内
一
・
建
交
労
）

65
歳
の
誕
生
日

に
年
金
者
組
合
女
性
部
か
ら
お

祝
い
の
絵
ハ
ガ
キ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ス
テ
キ
な
花
の
絵
に

心
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
り
ま
し

た
。
（
秋
谷
美
智
子
・
年
金
者

組
合
）

小
学
校
の
夏
休
み

が
終
わ
り
ま
し
た
。
毎
年
、
夏

格差と貧困をなくせ
青森市で中央社保学校

子
・
広
島
県
立
大
学
教
授
が

「
平
和
と
民
主
主
義
の
土
台
で

あ
る
社
会
保
障
―
フ
ラ
ン
ス
の

例
」
、
藤
田
孝
典
・
聖
学
院
大

学
客
員
准
教
授
が
「
高
齢
者
の

貧
困
」
、
井
上
英
夫
・
金
沢
大

学
名
誉
教
授
が
「
人
権
と
し
て

の
社
会
保
障
確
立
の
た
め
に
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
「
生
存
権

　

９
月
７
〜

９
日
、
青
森

県
で
初
め
て

第
45
回
中
央

社
保
学
校
が

開
催
さ
れ
、

26
都
道
府
県

か
ら
２
７
４

名
が
参
加
し

ま
し
た
（
県

内
１
６
１

名
）
。

　

都
留
民

休
み
最
終
日
に
双
子
の
娘
た
ち

の
誕
生
日
で
す
。
宿
題
が
終
わ

っ
て
い
た
の
で
、
楽
し
く
誕
生

日
を
お
祝
い
で
き
ま
し
た
。

（
小
田
桐
智
恵
子
・
全
労
働
）

我
家
の
庭

に
毎
年
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す

ヨ
。
９
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く

鈴
虫
が
鳴
い
て
い
ま
す
。
（
今

晴
美
・
ひ
だ
ま
り
）

ネ
ブ
タ
マ
ツ
リ

も
終
わ
り
、
な
ぜ
か
夏
を
通
り

越
し
て
秋
が
来
た
よ
う
な
天
気

が
続
い
て
い
ま
す
。
ス
ズ
シ
イ

朝
で
す
。
（
中
村
龍
平
・
建
交

労
）

暑
い
夏
も

も
う
終
わ
り
に
し
て
ほ
し
い
。

85
歳
に
は
暑
す
ぎ
ま
す
（
成
田

明
・
年
金
者
組
合
）

　

労
働
法
制
改
悪
反
対
青
森
県

連
絡
会
（
事
務
局
：
県
労
連
）

は
、
９
月
26
日
（
火
）
に
青
森

市
さ
く
ら
野
前
で
、
今
月
２
回

目
の
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
い
ま

し
た
。
政
府
の
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」
で
は
、
長
時
間
残

業
を
規
制
す
る
と
言
い
つ
つ

「
単
月
で
１
０
０
時
間
未
満
、

月
平
均
80
時
間
、
年
間
９
６
０

時
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
労
災
認
定
基
準
は
「
月

１
０
０
時
間
又
は
月
80
時
間
を

２
か
月
」
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
政
府
の
時
間
外
労
働
の
規

制
案
は
、
カ
ロ
ー
シ
ラ
イ
ン
ま

で
の
長
時
間
労

働
を
法
的
に
容

認
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
で

は
、
過
労
死
を

根
絶
す
る
ど
こ

ろ
か
、
過
労
死

を
促
進
す
る
こ

と
と
な
り
、
労

災
認
定
基
準
の

後
退
に
つ
な
が

り
ま
す
。
衆
議

カ
ロ
ー
シ
を
拡
大
す
る

労
働
法
制
改
悪

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め

最
賃
１
０
０
０
円
に

と
平
等
を
問
う
」
で
は
、
青
森

県
の
生
存
権
裁
判
と
「
い
の
ち

の
と
り
で
裁
判
」
の
原
告
を
含

む
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
発
言

し
ま
し
た
。
２
人
の
原
告
の
困

窮
し
た
生
活
実
態
が
リ
ア
ル
に

語
ら
れ
、
人
間
の
尊
厳
を
求
め

る
裁
判
の
意
義
を
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
生
存
権
裁
判
の
原

告
の
証
人
と
し
て
証
言
し
た
沼

田
崇
子
盛
岡
市
く
ら
し
の
相
談

第323回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
11
月
15
日

●
発
表
＝
12
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。

「
第
323
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
キ
ノ
コ
の
王
様
？

④
砂
漠
の
乗
り
物

⑦
…
…
が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ

込
む

⑧
イ
ン
ド
洋
に
発
生
す
る
熱
帯

低
気
圧

⑩
ガ
イ
ダ
ン
ス
。
進
学
…
…

⑫
俳
句
に
詠
み
こ
ま
れ
ま
す

⑬
健
康
維
持
に
必
須

⑮
鼻
の
上
に
角
が
１
〜
２
本

⑯
冬
に
食
べ
た
い
…
鍋

⑰
ス
イ
ッ
チ
ョ
と
鳴
く
虫

⑲
…
…
か
ら
棒
。
…
…
蛇

⑳
夕
日
の
こ
と
で
す

㉒
食
欲
の
秋
に
は
難
し
い

㉕
日
没
か
ら
日
の
出
の
間

㉖
魚
…
…
。
青
物
…
…

㉗
ゼ
ブ
ラ
と
も
言
い
ま
す

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
お
酒
に
効
能
が
あ
る
？

②
太
公
望
の
必
需
品

③
僧
が
左
肩
か
ら
か
け
ま
す

④
オ
チ
が
付
き
も
の
で
す

⑤
空
手
の
有
段
者
の
帯
の
色

⑥
あ
れ
、
水
が
出
な
い
！

⑨
…
…
の
目
を
抜
く
素
早
さ

⑪
…
…
を
天
に
任
せ
る

⑭
９
月
20
日
〜
26
日
は
…
…

愛
護
週
間
で
す

⑮
最
悪
の
反
対
語
は
？

⑯
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
も
言
う

⑱
生
に
男
と
書
い
て
？

⑲
西
洋
で
は
「
吸
血
鬼
の

歯
」

㉑
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
流
れ
る
時

間
帯

㉓
…
…
日
千
秋

㉔
亀
の
甲
よ
り
…
…
の
功

第
321
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン

《
当
選
者
》
14
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。

小
笠
原
久
美
子
（
県
教
組
）

相
馬
小
百
合
（
健
生
労
組
）

小
田
桐
智
恵
子
（
全
労
働
）

本
多
和
茂
（
弘
大
職
組
）

柳
谷
政
志
（
年
金
者
組
合
）

　
世
界
中
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
の
国

際
連
帯
行
動
が
今
年

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
か
ら
始

ま
り
、
日
本
で
も
呼

び
か
け
に
応
え
て
、

全
国
各
地
の
労
働
組

合
が
、
９
月
４
日

（
月
）
に
連
帯
行
動

に
取
組
み
ま
し
た
。

青
森
県
労
連
は
、
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
青

森
店
前
に
７
名
が
集

ま
り
、
横
断
幕
と
の
ぼ
り
を
掲

げ
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
と
チ

ラ
シ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
を
行

い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

時
給
15
ド
ル
要
求
を
掲
げ
て
取

組
ま
れ
て
お
り
、
一
部
の
州
で

は
時
給
15
ド
ル
が
実
現
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
「
た
だ
ち
に

１
０
０
０
円
以
上
、
そ
し
て

１
５
０
０
円
」
を
合
言
葉
に
、

市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
青

森
県
の
最
低
賃
金
は
７
１
６
円

で
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て

も
月
額
手
取
り
８
万
円
程
度

に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
時
給

１
０
０
０
円
で
年
収
２
０
０
万

円
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ラ
イ
ン

を
越
え
、
時
給
１
５
０
０
円
で

年
収
３
０
０
万
円
の
「
結
婚
の

壁
」
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
賃
の
大
幅
な
引
き
上
げ

は
全
国
民
の
課
題
で
す
。

院
の
解
散
に
よ
り
、
臨
時
国
会

に
提
出
予
定
の
働
き
方
改
革
一

括
法
案
は
次
の
国
会
に
先
送
り

と
な
り
ま
す
。
総
選
挙
で
安
倍

自
公
政
権
を
少
数
に
追
い
込

み
、
悪
法
の
国
会
提
出
を
阻
止

し
ま
し
ょ
う
。

支
援
室
長
は
、
生
活
保
護
基
準

引
き
下
げ
の
不
当
性
を
告
発
、

参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。
工

藤
詔
隆
さ
ん
は
、
青
森
生
存
権

裁
判
を
支
援
す
る
会
の
活
動
を

報
告
、
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁

判
」
の
支
援
を
要
請
し
ま
し

た
。


